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飛鳥およびj篠原宮跡近辺の遺跡から出土する石材の多くは，飢家花尚岩類としての花的i岩お

よびIXJ緑15(竜門11I系周辺ilE)と火山砕府岩としての流紋岩n凝灰f{j際岩および浴結凝灰岩など
である(二上府群および室生層鮮~~)。 これらの祁岩石に|刻しては，岩石学:的かつ保存科学的見地

から調査を継続している。

一方，当地成では従来から少数ながら凝灰1't砂岩も11'，土しているが，詳細については未調査

の状態であった。 紋近この岩石が削船石両遺跡から多祉に11¥土しており.それらは出土後の劣

化が著しく，早急な保存科学的研究の必要性が生じてきた。この凝灰'l't砂岩は，岩石学的特f設
や貝化石など含むこと， また地理的条件などから藤原肘ltf-:!:183塁l付 (jiijlUI中新世一中期中新11土)産

のものにlW定できる。この砂岩は，淘汰されており闇結の程度は大きくないことから，脊易に

かつ短m~ 1I1Jで多祉の石材・として整形加工することが可能であったと考えられる。

出土した岩石の特徴として，短H与IHJで多i止の水分をl吸収し (平均I'J:大合水率は15-20%).乾燥

H寺には多数のひびi1ilJれが発生する。また.I脱水した岩石は，強度の低下が著しく表層部分から

崩壊するなどの劣化現象を示す。

ìt~片による検境の結果.石英，長石類， =21サ・類と火山ガラスおよびパミスなどで構成し，わ

ずかに炭質物などが合まれる。これらの鉱物粒子を充嘆する脇消物質は部分的に粘土鉱物化し

ている。また，雲l止の一部がイライトに変質していることも X線的に確認できた。

以上の闘終結果から 1.虫水状態にあるこれらの岩石を急激に乾燥すると，粘土を急激に自然

乾燥したのと同様な現象が生じることを示した。しかし，岩石全体が崩壊しないのは.~1't音11

分の隠~í'物質がある桂J立の強度を保持していることと 適id;な鉱物粒子が骨邦lを形成している

からである。以上のことから.11'，土直後の岩石は，急激な乾燥を防止して徐々に，;吃燥を行うこ

とによりひび割れの発生を段小|浪にi坊止できる。

保存処理!で重要な点は，これらの岩石は内部まで風化しているため，岩石全体を均一に強化

処理する必裂がある。岩石内部に強度勾配を生じさせると新たなひび訓れが発生する。また，

過剰に水分を含む岩石に.WSS-OII [Si (OCI12CH3)，，] (ワッカ一社)を合法すると，岩石内音11に充

分処理液が合浸しないばかりか，加水分解が急激に起こり，岩石にひび割れを発生させる一因

にもなり，アルコール脱水や徐々に自然乾燥するなどの事前lij処芝IIが必裂となる。

また，ひびi切れが多く破片を取り外して接指できない岩石の場合は，強化合泣と同時に接才(

効果もlE:袈となる。WSS-OHは強化できても..j妥豹効果:はJUJ待できず，今回は，接治効果の大

きな WSS-MESIOO[CII3Si (0) 1.' (OCH3)O.S]について実験したところ，強化および接対・には大き

な効果があった。 しかし，処理後は，光沢は~ミじないものの，やや附い色調に変じることなど

があり，現在改良中で砂岩に対しては笑則の主主に達している。 (JI巴啄峰保)

-50一


